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「東三河都市計画ごみ処理場(一般廃棄物処理施設)（仮称）豊橋田原ごみ処理施設整

備事業に係る計画段階環境配慮書の案」についての意見募集結果 

 

 

 １．パブリックコメントの概要 

（１）意見募集期間  平成 26 年 11月 19 日（水）～12 月 18 日（木） 

（２）意見提出者数  個人 2人 団体 1団体 

（３）意見件数    21件（持参 9、郵送 7、FAX5） 

 

 ２．配慮書の案についての意見書の提出状況 

計画段階環境配慮書の案を上記の期間において縦覧し、意見書提出期限までに提出された

環境の保全の見地からの意見書は計 3通（21件）であり、その意見書に記載された意見の分

類は、表 1 に示すとおりである。 

 

表 1 計画段階環境配慮書の案についての意見書の意見の分類 

分  類 意見数 

第 1章 都市計画配慮書対象事業・都市計画決定権者の名称 0 

第 2章 都市計画配慮書対象事業の目的及び内容 5 

第 3章 都市計画配慮書対象事業想定区域及びその周囲の概況 2 

第 4章 計画段階配慮事項並びに調査、予測及び評価の手法 0 

第 5章 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果 6 

第 6章 総合評価 1 

第 7章 計画段階配慮書に関する業務を委託した事業者の名称、代表

者の氏名及び主たる事務所の所在地 
0 

その他の事項 7 

合  計 21 
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３．配慮書の案についての意見の概要及び見解 

計画段階環境配慮書の案についての環境の保全の見地からの意見の概要及び都市計画決定

権者の見解は、表 2(1)～(3) に示すとおりである。 

 

表 2(1) 計画段階環境配慮書の案についての意見の概要及び都市計画決定権者の見解 

番号 意見の概要 都市計画決定権者の見解 

第２章 都市計画配慮書対象事業の目的及び内容 

1 P13 主要走行道路及び主要走行経路 

りすぱ豊橋の利用者と廃棄物運搬車両の

利用状況が重なることから、西側より北側が

好条件である。 

今後、事業計画を推進するにあたって環境

面や経済面などを含めた検討を行い、位置を

選定してまいります。 

2 P15 複数案の設定 

今回の計画段階環境配慮書の案の中に、田

原市は入っていないが、広大な用地もあるこ

とから、複数案の一つとして入れてはどう

か。 

『豊橋田原ごみ処理広域化計画(平成 26

年 3月)』(以下「広域化計画」という。) に

おいて施設の設置場所については田原市内

に設置する案を含めて検討を行った結果、豊

橋市資源化センター周辺としました。本配慮

書ではこの計画に基づいて場所の複数案を

設定しております。 

3 P15 複数案の設定 

中島下水処理場地内でも整備可能であり、

田原市から出るゴミ運搬時間も多少は短縮

されると同時に環境保全（排気ガス問題）に

も大きく頁献するものと思慮する。 

4 P17 事業実施想定区域の状況 

りすぱ豊橋への余熱供給を考慮すると東

側より北側がよいと考えられる。 

今後、事業計画を推進するにあたって環境

面や経済面などを含めた検討を行い、位置を

選定してまいります。 

5 P17 事業実施想定区域の状況 

西側は起伏が大きく、工場費が高額になる

と同時に集落地域のため良好な住環境の観

点から中止すべきである。 

第３章 配慮書対象事業想定区域及びその周囲の概況 

6 P47 水質 

水質調査について、浜田川（佐久良橋）の

ＢＯＤが基準値を上回っているとあるが、本

来は資源化センターの下、比留茂川を調べる

べきではないか？ 

既存施設の豊橋市資源化センターの排水

は埋設管を通し浜田川へ放流しているため、

浜田川を調査しております。 

7 P52 地形及び地質の状況 

表浜沿岸に近い立地であるが、地震や津波

に対する記載が見当たらない。津波への配慮

は大丈夫なのか。 

広域化計画において地震や津波等の災害

リスクも考慮し、資源化センター周辺を事業

実施想定区域として選定しております。 

第５章 計画段階配慮事項に係る調査、予測及び評価の結果 

8 P147  評価結果 

二酸化硫黄の排出量から北側にもしくは

東側が西側より適切と考える。 

今後、事業計画を推進するにあたって環境

面や経済面などを含めた検討を行い、位置を

選定してまいります。 

9 P147 評価結果 

大気質については、当然環境基準を守るの

は当然であり、いずれの案も、「重大な影響

は生じません」とあるが、多少の影響がある

のかないのか、この記載がなされていない。 

いずれの案においても二酸化硫黄の日平

均値の予測値は環境基準値の 0.04ppm を下

回っており、新施設稼働時においても環境基

準との整合は図られるものと考えておりま

す。 
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表 2(2) 計画段階環境配慮書の案についての意見の概要及び都市計画決定権者の見解 

番号 意見の概要 都市計画決定権者の見解 

10 P156～157 踏査結果(5)，(6) 

むつみね台団地北東角や国道 23 号線バイ

パス等からよく見える眺望なため、大阪のゴ

ミ処理施設のように都市に開かれた建物に

したほうが市民のゴミに対する関心が高ま

ると感じる。 

今後、事業計画を推進するにあたってご意

見を参考にさせていただきます。 

11 P162 評価結果 

仰角（景観）の評価については、角度では

なく、メートルで表現すると、既存施設より

どれだけ高くなるのか分かりやすくなる。 

対象物の見え方は、眺望点との距離や眺望

点を基準とした高さによって異なるため、仰

角で評価しております。 

各案の地盤高を含めた高さの違いはP.160 

表 5-2-4に記載しています。 

12 P162 評価結果 

煙突だけでなく建屋本体がそびえ立つこ

とになり「圧迫感」が相当生じることが予想

される。 

今後、事業計画を推進するにあたってご意

見を参考にさせていただき、建物の位置、配

置、形状などについて検討してまいります。 

13 P162 評価結果 

北案や東案は、高台に位置しているため、

この周辺地域の景観は悪くなるのは明らか

である。 

計画段階環境配慮書で景観について検討

を行った結果、重大な影響はないものと評価

しております。 

第６章 総合評価 

14 P163 総合評価 

計画段階環境配慮書の案は、いろんな評価

項目があるが現在の資源化センターを中心

とした近いところの北案と東案を念頭にお

いた数値となっている。 

広域化計画で施設の設置場所は、豊橋市資

源化センター周辺と計画しており、本配慮書

はこの計画に基づいて豊橋市資源化センタ

ー周辺での３案を評価しております。 

今後、事業計画を推進するにあたって環境

面や経済面などを含めた検討を行い、位置を

選定してまいります。 

その他の事項 

15 施設内にビオトープを作り、環境に対して

積極的に取り組でいることをアピールする

ことがよいと考える。 

今後、事業計画を推進するにあたってご意

見を参考にさせていただきます。 

16  計画段階環境配慮書の案の公表にあたり

地元住民に対する配慮がないと思う。是非、

市側から資料を配布して説明会を開いて欲

しい。 

計画段階環境配慮書の案については、事業

計画の立案段階から住民等の意見の反映を

図る方法として、パブリックコメントを行い

ました。事業計画の進捗に合わせて説明会を

行ってまいります。 

17  計画段階環境配慮書の案の位置の複数案

には、突然、何の説明もない東案が含まれて

いる。 

広域化計画で施設の設置場所は豊橋市資

源化センター周辺としており、地元の方々に

説明を行っております。 

18 田原市のゴミを受け入れ、単にゴミを焼却

する施設建設のみであり、また老朽化した施

設の更新のみであり夢もない。 

今回の施設整備はごみ処理の広域化を推

進し、ごみを適正に処理することを目的とし

ております。 

19 計画段階環境配慮書の案は、現在の「資源

化センター」が設置された経緯を掌握した上

での評価となっているとは言いがたい。 

計画段階環境配慮書は、新施設整備にあた

り計画段階での案について環境保全の観点

から検討を行ったものです。 

20 計画段階環境配慮書の案の中に病害虫の

対策や、資源化センター敷地内の松の木が道

路に及ぼす影響について環境対策の記述は

どこにも見当たらない。 
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表 2(3) 計画段階環境配慮書の案についての意見の概要及び都市計画決定権者の見解 

番号 意見の概要 都市計画決定権者の見解 

21 七根ＩＣから一ノ沢交差点までの、通学路

を含めた一括拡幅を考慮した対応が必要と

考える。 

一ノ沢交差点付近の道路整備について検

討を進めております。 

 


